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校歌よ 永遠に！ 
 

新型コロナウイルス感染予防のため、全国の学校では、入学式や卒業式などの儀式的行事で国歌や

校歌を歌うことが控えられてきました。本校でも、以前に録音したものを流したり、ピアノ伴奏のみ

としたりして対応してきました。私は、今年の４月に赴任しましたので、体育館で生徒が歌う校歌を

生で聴いたことがありません。したがって、録音や伴奏で聴くだけでしたが、大変軽やかで自然と意

欲が湧いてくるようなリズムであると同時に、私の心にスムーズに入ってくるリズムだと思っていま

した。 

本校の校歌は、多くの学校がそうであるように、揮毫
き ご う

されて額に納められたものが体育館の正面に掲げられて

います。ある式のときに、録音の校歌を聴きながらこの

額を見ていましたら、「作曲 松本民之助」と記してあ

るのに気付きました。見覚えのある名前だと思っていま

したら、私の出身中学校の校歌も松本氏の作曲だったと

いうことを思い出しました。確かに、私の出身中学校の

校歌もリズミカルで気持ちが高揚する曲調でした。松本

民之助氏は、東京藝術大学名誉教授、作曲家であり、校歌も多く作曲しておられます。したがって、

作曲者が同じであることは偶然とはいえないのですが、本校の校歌が私の心にスムーズに入ってきた

のは、松本氏の作曲による結び付けだったのでしょう。 

現在、私の出身中学校は、学校統合によって校名も校歌も変わってしまい、学校で生徒が以前の校

歌を歌うことはありません。同窓会や同級会などで歌われるくらいでしょう。卒業生としては寂しい

限りです。 

本校の校歌は、そのようなことにはならないと思いますので、生徒たちに永く歌い継いでいっても

らえるでしょう。現在、新たな変異株の影響も心配されていますが、マスクをしながらでも歌える状

況に早くなりたいものです。 

教頭  藤井 克弘  

11月 29日（月）に武道大会を開催しました。本校の建学の精神は、「文」と「武」は分けられないと

いう「文武不岐」です。その実現のため、体育の授業で礼節を重んじる武道（柔道･剣道）に取り組んで

きました。武道大会は、昭和 55年から毎年行われている伝統ある学校行事です。 

昨年はコロナ禍で中止としましたが、今年は対戦を行わず、柔道部員・剣道部員が披露する形の演武

や模範稽古などを見学する大会としました。また、武道場が密にならないように４限に３年生、５限に

１年生、６限に２年生と、学年ご

とに時間をずらして実施しまし

た。 

静寂な中に響き渡る気合いの

入ったかけ声や切れのある技

に、見学している生徒たちも緊

張感を持って真剣に見入ってい

ました。 
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武道大会 ～例年とは異なる形で～ 

【柔道 投げの形】 【剣道 日本剣道形】 



 

 

 

 

12月８日（水）に、１年生を対象とした進路講習会を実施しました。１年生は現在、２年生からのコ

ース選択（就職か進学）を行う時期であり、各自が進路について具体的に考えるために、毎年この講習

会を実施しています。本日は全体講習と職業別分科会を行い、２時間あまりの充実した講習となりまし

た。 

開講式で塩苅副校長が「今日の講習会で、自分は何ができるのか、

自分を生かせる場所はどんなところなのかに気付き、今後、目標をも

って学校生活を過ごせるきっかけとなることを願っています。」と話

しました。 

全体講習では、講師の京塚正成氏がワークショップ形式で「コミュ

ニケーションスキルアップセミナー」を行い、就職したとき、進学し

たときのどちらにも必要とされるコミュニケーションについて学び

ました。中でも「ちび太のおでん」と題した図形伝達ゲームでは、言

葉だけで図形を相手に伝えるというコミュニケーションを体験しま

した。一生懸命伝えようとするけれども、うまく伝わらない「もどか

しさ」を実感し、効果的に伝える方法を学んでいました。 

職業別分科会では、前半後半合わせて１７の分科会が行われまし

た。事前に各自が選んだ職業分野に分かれて、それぞれの職業に関係

する大学や専門学校等の先生方から、話を聞きました。生徒たちは、

真剣な眼差しでメモを取りながら先生方の話に耳を傾けていまし

た。 

できていると思っていたコミュニケーションが、意外と難しいこ

とを実感し、進路の選択に向けて、新しい知識や視点が得られた有意

義な講習会でした。 

 

 

生徒が高朋農園で育てて収穫した野菜を「豊田こども食堂」へ提供したことについて、先月の学校だ

よりでお伝えしましたが、これに続いて、11月 26日（金）と 12月 10日（金）にも提供しました。 

豊田こども食堂代表の林 吉夫様にお渡した野菜は、各週の日曜日に開催されたこども食堂に来られ

た皆さんに配られました。後日、林様から送られてきたお礼の手紙を紹介します。 

 

【12月～１月の主な行事予定】 

12月15日(水)～16日(木) 保護者懇談会（一部） 

12月24日(金) 冬季休業前全校集会 

12月25日(土) 冬季休業（～1月6日(木)） 

 

１月 7日(金) 冬季休業明け全校集会 

１月17日(月) 振替休業日（1月7日の振替） 

※12月1日に文書にてお知らせしたとおりです。 

１月20日(木)～25日(火) ３年生 学年末考査 

第 1 学年 進路講習会 ～将来の進路に向けて～ 

こども食堂への野菜の提供 

早速 11月 28日の弁当配布時にひとり親・子育て家族の皆

さんに配りました。また、多くの家族に渡したいと思い、白菜

は半分にカットし大きい大根も半分にしました。カリフローレ

も 10 家族ほどに切り分けましたが、あっという間になくなり

ました。「野菜をいただけて助かる」といった声が多く聞かれ

ました。ありがとうございました。 

【コミュニケーションスキルアップセミナー】 

【職業別分科会】 

【林様へお渡ししました】 


